
　草木地区にある花かつみ園が６月４日から１８日まで一般公開されました。
１５日間で４,１１４人の来園者が訪れ、初夏を告げる淡い紫色の“花かつみ”
を楽しみました。

No. 961

“初夏を告げる花かつみ” 

主な内容 

社会を明るく 

大雨に注意 

ページ 

　社会を明るくする運動を展開します。
一人ひとり何ができるか考えてください。 

　家庭や職場で風水害の対策を再点検
してください。 

あぐいぶらり旅 
　「境界線を行く」シリーズもいよいよゴール。
感動的な最後になるはずだったが…。 

□ 7

町営プールを一般開放 
　夏休みにプールを一般開放します。
家族で遊びに来ませんか。 

□ １８ 

□ 4

□ 2
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防ごう犯罪と非行 

助けよう立ち直り 

犯
罪
犯
罪
と
非
行
非
行
の
な
い
阿
久
比
町

阿
久
比
町
を 
犯
罪
と
非
行
の
な
い
阿
久
比
町
を 

７月は 

『社会を明るくする運動』 『社会を明るくする運動』 
強調月間です 

防ごう犯罪と非行 

助けよう立ち直り 

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
は
す
べ
て
の
人

の
願
い
で
す
。
犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る

の
は
地
域
社
会
で
あ
り
、
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
少
年
の
更
生

を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
で
す
。
更
生
を

実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人

の
意
欲
と
併
せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域

社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生

の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参

加
を
求
め
る
こ
と
」
を
重
点
目
標
に
運
動

を
進
め
ま
す
。

　

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
お
か
え
り
。」

で
す
。
過
去
に
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
を

信
じ
、
一
人
ひ
と
り
が
立
ち
直
り
を
見
守

り
支
え
て
い
こ
う
と
す
る
地
域
社
会
の
あ

り
方
を
示
し
た
も
の
で
す
。
ま
ず
は
「
お

か
え
り
」
の
気
持
ち
か
ら
始
め
、
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
地
域
づ
く
り
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
大
人
と
子
ど
も
が

共
に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、
支
え
合
い
、

生
き
て
い
け
る
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

□問い合わせ先
　住民福祉課
　�（４８）１１１１（内 ３０１）
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□日　時　７月６日（日）
　　　　　午前 １０ 時～
□場　所　中央公民館南館ホール
□内　容　有害サイト問題や迷惑
メールなど、インターネットの
トラブルから子どもを守るため
の「ｅネット安心講座」の開催、
町制 ５５ 周年記念事業　オアシス
標語入選作品表彰、児童・生徒
の意見発表など。
※　大会終了後、オアシス塔の除
幕式を行います。

開　催　会　場対　象　地　区開　催　日
植公民館植７月７日（月）
白沢台集会所白沢台１２ 日（土）

宮津団地老人憩の家宮津団地・宮津山田
１８ 日（金）

高根台集会所高根台
福住老人憩の家福住・福住園高台２２ 日（火）
大古根公民館大古根２３ 日（水）

エスペランス丸山阿久比・椋岡
２４ 日（木）

阿久比団地集会所阿久比団地
宮津公民館横松・萩・宮津

２５ 日（金）
草木公民館草木
坂部公民館坂部２８ 日（月）
白沢区民館白沢２９ 日（火）
矢口公民館矢口・高岡３０ 日（水）
板山公民館板山３１ 日（木）
卯之山児童館卯之山８月４日（月）

メイツ巽ヶ丘集会所メイツ巽ヶ丘夏休み中に開催
司会進行　阿久比町更生保護女性会

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開 催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
青少年の非行防止について話し合ってみませんか。
テーマ「みんなで話し合おう　子どものことを」

どうしたら地域や家庭で非行が防げるのか皆さんで話し合います。
　　　　　　　　　　　　  開催時間　　午後７時 ３０ 分～午後９時

（２５ 日の草木地区は午後１時 ３０ 分～午後３時）
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夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
のののののののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

七
月
十
一
日
〜
二
十
日

　

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー

の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
夏
の
解
放
感
か
ら
飲
酒

運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
重

大
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

外
出
の
機
会
が
増
え
る
子
ど
も
た
ち
や

体
力
低
下
が
心
配
さ
れ
る
高
齢
者
が
、
暑

さ
の
た
め
に
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
交

通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
も
高
ま
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
と

し
て
、
次
の
重
点
実
施
項
目
に
沿
っ
た
運

動
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
展
開
し
、
交
通
事

故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
も
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

��○
家
庭
で
は

　

重
点
実
施
項
目

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

〔

〔

・　

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日
の
外
出
は
、

帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お

く
。

・　

海
や
山
な
ど
へ
の
行
楽
の
行
き
帰
り

は
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、
運
転
手

に
は
絶
対
に
飲
酒
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
の
送
迎
を
依
頼
す
る
。

・　

飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の

　

い
ず
れ
の
人
生
を
も
狂
わ
せ
る
社
会
的

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

�○
家
庭
で
は

・　

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
い
る
家
庭
で

は
、
夏
休
み
を
前
に
自
宅
周
辺
の
交
通

危
険
個
所
の
確
認
を
行
い
、
飛
び
出
し

防
止
と
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

子
ど
も
や
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

〔

〔

・　

高
齢
者
の
外
出
に
は
天
候
や
体
力
に

配
慮
し
、
無
理
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

高
齢
運
転
者
標
識
を
標
示
し
た
自
動

車
に
は
幅
寄
せ
を
し
た
り
、
前
に
割
り

込
ん
だ
り
し
な
い
な
ど
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
に
心
掛
け
る
。

�○ 
家
庭
で
は

・　

「
カ
チ
ッ
と
１
０
０
！
」を
合
言
葉
に

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を

確
か
め
て
か
ら
発
進
す
る
な
ど
、
百

パ
ー
セ
ン
ト
着
用
を
目
指
す
。

・ 　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
と
座
席

へ
の
正
し
い
取
り
付
け
を
徹
底
す
る
。

○ 
運
転
者
は

・ 　

後
部
座
席
の
同
乗
者
へ
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
促
す
。

・ 　

子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
選
び
、
正
し
い
使
用
を
習

得
す
る
。

�○
家
庭
で
は

・　

交
通
安
全
ス
リ
ー
Ｓ
運
動
に
つ
い
て

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う

〔

〔

交
通
事
故
死
者
数

全
国
ワ
ー
ス
ト
一
位
の
返
上
を
目
指
そ
う

〔

〔

　

家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
多
く
持
つ
。

○ 
運
転
者
は

・ 　

運
転
の
際
に
は
、
交
通
安
全
ス
リ
ー

Ｓ
運
動
を
常
に
念
頭
に
お
き
安
全
運
転

に
心
掛
け
る
。

交
通
安
全
ス
リ
ー
Ｓ
運
動

〜
自
動
車
、
自
転
車
運
転
者
の
心
得
〜

　

ス
ト
ッ
プ
（
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
）
…
赤
信
号

は
ス
ト
ッ
プ
、
一
時
停
止
場
所
で
ス

ト
ッ
プ
、
飲
酒
運
転
を
ス
ト
ッ
プ
。

　

ス
ロ
ー
（
Ｓ
ｌ
ｏ
ｗ
）
…
見
通
し
の

悪
い
交
差
点
で
の
速
度
を
ス
ロ
ー
、
高

齢
者
や
子
ど
も
を
見
た
ら
速
度
を
ス

ロ
ー
。

　

ス
マ
ー
ト
（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
）
…
運
転

中
は
携
帯
電
話
を
し
な
い
、
急
発
進
・

空
ふ
か
し
を
し
な
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
正
し
く
着
用
し
、
思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
た
ス
マ
ー
ト
運
転
を
し
よ
う
。

飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動

運
転
者
は

１　

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

２　

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

家
庭
・
地
域
で
は

３　

運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

４　

酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

防
災
交
通
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
７
７
）

広
げ
よ
う

　

ど
う
ぞ
の
気
持
ち
と
車
間
距
離

　
　
　

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
知
多
半
島



4

広報あぐい　２００８年７月１日号

８９ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、六
月
か
ら

七
月
中
旬
こ
ろ
ま
で
は
梅
雨
の
季
節
で
す
。

　

こ
の
地
方
で
は
、
過
去
に
「
伊
勢
湾
台

風
」「
東
海
豪
雨
」
な
ど
の
台
風
・
大
雨
に

よ
り
幾
度
と
な
く
大
き
な
被
害
に
あ
っ
て

い
ま
す
。

　

地
震
と
違
い
気
象
予
報
で
確
認
で
き
ま

す
が
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
小
河
川
の

氾
濫
ま
で
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

深
夜
の
災
害
の
場
合
は
、
救
助
や
避
難
が

非
常
に
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

早
め
に
自
主
避
難
さ
れ
る
場
合
は
、
各

地
区
で
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
会
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
暮
ら
し
の

方
や
一
人
で
は
避
難
の
困
難
な
方
は
、
日

ご
ろ
か
ら
支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
方
に

も
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自
主
防
災
会

は
、
役
場
に
設
置
す
る
災
害
対
策
本
部
と

連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
避
難
所
の
開
設
準

備
に
入
り
ま
す
。

　

梅
雨
の
季
節
に
家
庭
や
職
場
で
の
防
災

対
策
を
再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

人の受けるイメージ・影響など予報用語１時間の雨量

ザーザーと降る。地面からの跳ね返りで足元がぬれるやや強い雨１０mm～２０mm

傘をさしていてもぬれる。車ではワイパーを速くしても
見づらい。

強い雨２０mm～３０mm

道路が川のようになる。激しい雨３０mm～５０mm
滝のように降る（ゴーゴーと降り続く）水しぶきであた
り一面が白っぽくなり、視界が悪くなる。車の運転は危
険。

非常に激しい雨５０mm～８０mm

息苦しくなるような圧迫感がある。恐怖を感じる。猛烈な雨８０mm以上

【過去の災害発生時の最大時間雨量と総雨量】
昭和４９年７月２５日集中豪雨　　　　　　５６.５mm（２５日午後３時～午後４時）総雨量１７９.５mm
昭和５１年９月１２日集中豪雨（台風１７号）　６３.５mm（１２日午前８時～午前９時）総雨量３７０.５mm
平成１２年９月１１日東海豪雨　　　　　　８５.０mm（１１日午後８時～午後９時）総雨量６０８.５mm
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○ ２０ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、小学生用子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　　「いじめ」「不登校」・・・など他人事には思えません。「うちの子ども
　も・・」と考えると、とても不安です。どうしたらよいのでしょうか。

Ｑ　近ごろ「食育」という言葉を耳にしますが、子どもにどうしたらよいのでしょうか。

　子どもが心の問題をかかえたとき、必ずＳＯＳを発しています。うまく言
葉では伝えることができず、多くの場合、身体的なサインとなって表れます。

＜ＳＯＳのサイン例＞
・　身体のサイン・・・腹痛、めまい、頭痛、熱の上昇、
　体がだるいなど。
・　行動のサイン・・・過食、拒食、不眠、勉強ができない、
　生活習慣の乱れ、イライラするなど。

　子どものサインに気づいたとき、心の問題が背景にないか考えてみましょ
う。心当たりがあれば、家族でじっくりと話し合う必要があります。子ども
と話をする糸口を大切にし、しばらくは普段より注意深く、子どもの様子を
見守ってあげてください。唯一それができるのは、親ではないでしょうか。
　もちろん、担任の先生にもできるだけ早い段階で相談しましょう。

　今、子どもたちの食の問題として栄養の偏り、不規則な食事、肥満や
生活習慣病の増加、過度の痩身願望が生じています。国は食育基本法を
施行し、子どものうちから望ましい食習慣を身に付けるよう食育を進め
ています。
　子どものときは、食べたいもの、好きなものを増やす環境が大切です。
そのためには、親も一緒になって食べ物の種類を増やして、「自分は大

きくなったのだ」という子どもの
喜びを応援してあげましょう。子
どもは、大人と同じものを食べられるようになるのがうれしいのです。

　また一人で食べるのではなく、一緒に食べたい人がいる子どもに育っ
てほしいものです。一緒に食事をする親や友だちがいるという満足感を
持つことは、愛情や信頼感が育つ

ことにもつながります。
　食事作りにも参加させましょう。食べることと食事を準備することが
結びつけば何よりの「食育」です。

　さらに、食べ物を通じて人と話すことができれば、会話もはずむこと
でしょう。
　このようなことは日常何気なくやっていることですが、子どもが食の
大切さを自然に意識できるように接したいものです。
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�������オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●高齢者ゲートボールで汗を流す

６月１０日、町ゲートボール場で町老人クラブ連絡協
議会春季ゲートボール大会が開かれました。
１５チームが参加して、日ごろの練習の成果を発揮す
るために年齢を感じさせないきびきびとした動作で、
真剣にゲームに取り組んでいました。
大会結果は次のとおりです。
　優勝　　　団地達者会チーム
　準優勝　　大古根１チーム
　第３位　　宮津山田チーム
　　同　　　阿久比２チーム

真剣にゲートボールの試合に取り組む高齢者

●アイガモさん田んぼをきれいにしてね

アイガモを水田に放ち、除草や害虫駆除を行う「ア
イガモ農法」を実践する稲葉清仁さん（坂部）の田ん
ぼに、６月１８日城山保育園児が訪れ、アイガモを水田に
放す手伝いをしました。
園児たちは５月に生まれた１３０羽のアイガモをやさ

しく手でつかみ、一羽ずつ水田に放していきました。
「毎年、園児たちが手伝ってくれて、おいしい米が

できています。アイガモと仲良く遊ぶ子どもたちの元
気な姿がいいですね」と笑顔で稲葉さんが話していま
した。

アイガモを水田に放す城山保育園児

文字の部分に苗を植える英比小児童

　６月 １６ 日、町制 ５５ 周年記念事業「田んぼアート」の田
植えが行われました。
　町が蝶のように大きく羽ばたけるように願いを込め
て、水田に蝶を描こうと、町内の有志で組織された田ん
ぼアート実行委員会（杉浦幹夫委員長）が企画しました。
　この日は英比小学校の５、６年生 １８０ 人と実行委員会の
メンバー ４０ 人が参加して、町保健センター北約 ３００ メート
ルにある約 ３,７００ 平方メートルの水田に、緑色の稲のもち
米と、紫稲、黄稲の古代米の三種類の苗を植えました。
　７月中旬ころに稲が成長すると、「蝶」のデザイン、
「５５」「あぐい」の文字が現れます。芸術的な「田んぼ
アート」は９月下旬まで楽しめます。ぜひご覧ください。

田んぼアート 
町制５５周年記念で水田に蝶を描く 

町が大きく羽ばたけるように 町が大きく羽ばたけるように 町が大きく羽ばたけるように 
田んぼアート 

町制５５周年記念で水田に蝶を描く 
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前
回
ま
で
進
ん
だ
多
賀
神
社
か
ら
歩
き

始
め
る
。
県
道
西
尾
知
多
線
を
少
し
行
く

と
知
多
市
と
の
境
界
の
看
板
に
ぶ
つ
か
る
。

左
手
に
曲
が
り
、
愛
知
用
水
幹
線
水
路
沿

い
を
進
む
。

水
路
で
は
水
の
流
れ
と
は
逆
に
ア
メ
ン

ボ
が
水
面
を
飛
び
跳
ね
る
。「
ア
メ
ン
ボ

は
何
で
あ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う

ね
」。「
体
重
が
軽
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

よ
」。
友
人
の
お
バ
カ
解
答
に
笑
う
。

草
木
池
周
辺
を
ぐ
る
り
と
回
る
。
静
か

な
た
め
池
だ
が
、
時
折
カ
エ
ル
が
「
ウ

オ
ー
ン
。
ウ
オ
ー
ン
」
と
、
ど
す
の
き
い

た
鳴
き
声
を
響
か
せ
る
。
小
石
を
一
つ
池

に
投
げ
て
み
る
。
鳴
き
声
が
止
ま
る
。
池

に
背
を
向
け
て
歩
き
出
す
と
、「
ウ
ッ

オ
ー
ン
。ウ
ッ
オ
ー
ン
」。
先
ほ
ど
よ
り
も

大
き
な
声
で
カ
エ
ル
が
鳴
き
出
す
。「
あ

の
鳴
き
声
、怒
っ
て
る
ぞ
」。
振
り
向
か
ず

に
先
を
急
ぐ
。

し
ば
ら
く
用
水
路
沿
い
を
進
み
、
県
道

金
沢
線
に
出
る
。花
か
つ
み
園
の
公
開（
六

月
四
日
〜
十
八
日
）
を
知
ら
せ
る
の
ぼ
り

が
目
立
つ
。「
幻
の
花
は
な
か
つ
み
」
の

旗
が
風
に
揺
れ
る
。
東
へ
少
し
行
っ
た
場

所
に
花
か
つ
み
園
は
あ
る
。
一
休
み
す
る

こ
と
に
す
る
。

室
町
時
代
に 
伯
耆 
の
国（
鳥
取
県
西
部
）

ほ
う
き

か
ら
草
木
地
区
の
下
芳
池
に
移
植
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
る
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
阿
久

比
町
で
は
「
花
か
つ
み
」
と
呼
ぶ
。
永
禄

三
（
一
五
六
〇
）
年
桶
狭
間
の
合
戦
の
際

に
、
徳
川
家
康
の
生
母
於
大
の
方
が
、
坂

部
城
で
「
花
か
つ
み
」
を
「
勝
つ
」
と
い

う
言
葉
に
あ
や
か
り
、
仏
前
に
さ
さ
げ
て

家
康
の
武
運
長
久
を
願
っ
た
と
い
う
伝
説

も
残
る
。
何
度
も
絶
滅
の
危
機
に
見
ま
わ

れ
た
が
、
現
在
は
地
区
の
「
花
か
つ
み
保

存
会
」
に
よ
り
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。

小
ぶ
り
な
花
だ
が
鮮
や
か
な
紫
色
は
美

し
い
。
ぼ
ん
や
り
と
花
を
眺
め
、
汗
が
引

い
た
と
こ
ろ
で
腰
を
上
げ
る
。

境
界
に
戻
る
。
阿
久
比
町
、
知
多
市
、

常
滑
市
の
三
つ
の
地
点
が
交
差
す
る
場
所

を
通
過
す
る
。
草
木
工
業
団
地
の
南
側
を

歩
く
。
工
場
の
従
業
員
の
車
が
駐
車
場
に

止
め
ら
れ
て
い
る
。
数
の
多
さ
に
驚
く
。

三
カ
月
前
か
ら
始
め
た
、「
境
界
線
を

行
く
」
の
シ
リ
ー
ズ
も
つ
い
に
ゴ
ー
ル
が

見
え
て
き
た
。
ス
タ
ー
ト
し
た
地
点
ま
で

あ
と
わ
ず
か
。
季
節
は
春
か
ら
初
夏
へ
様

変
わ
り
。
珍
道
中
で
の
出
来
事
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
浮
か
ぶ
。

「
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
よ
ね
。
お
疲
れ
さ

ま
」
と
友
人
を
ね
ぎ
ら
う
。「
一
番
の
思

い
出
は
ア
メ
ン
ボ
の
素
晴
ら
し
い
水
面
飛

び
を
見
た
こ
と
で
す
ね
」。「
え
っ
。
そ
れ

今
日
の
出
来
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
？
」。
そ

の
瞬
間
ゴ
ー
ル
を
迎
え
た
。

知多市 

阿久比町 

半田市 

東浦町 

常滑市 

半田池 

屋郷池 

上長根池 

役場 

スタート地点 スタート地点 

ゴール 

愛知用水幹線水路

カエルの声が聞こえた草木池
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�◆
期
間　

七
月
十
八
日（
金
）、
二
十
五
日

（
金
）全
二
回

◆
時
間　

一
回
目
・
午
後
一
時
半
〜
午
後

三
時

　
　
　
　

二
回
目
・
正
午
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館
・
名
古
屋
ボ

ス
ト
ン
美
術
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

七
百
円
程
度
（
美
術
館

入
館
料
千
二
百
円
は
別
）

◆
内
容　

美
術
館
で
の
絵
画
鑑
賞
法
を
学

び
ま
す
。
二
回
目
に
は
実
際
に

美
術
館
へ
行
き
ま
す
。

◆
講
師　

神
谷
由
美

�◆
期
間　

十
月
九
日（
木
）、
二
十
三
日

美
術
講
座「
美
術
館
に
行
っ
て
み
よ
う
」

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

「
再
発
見
知
多
半
島
」

（
木
）全
二
回

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

武
豊
町
編
、
美
浜
町
・
南
知
多

町
編

◆
対
象　

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
方

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
入
場
料
・
体
験

料
・
昼
食
代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内
容　

知
多
半
島
の
歴
史
・
文
化
・
産

業
な
ど
を
見
学
、
体
験
し
、
ふ

る
さ
と
を
再
発
見
し
ま
す
。

�◆
期
間　

九
月
十
一
日（
木
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
方

◆
定
員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内
容　

大
智
院
の
住
職
を
招
き
、
高
齢

寿
大
学

者
の
い
き
が
い
に
つ
い
て
講
演

を
聴
き
ま
す
。

◆
講
師　

長
谷
川
実
彰
（
大
智
院
住
職
）

�◆
期
間　

九
月
五
日（
金
）〜
十
二
月
十
九

日（
金
）全
八
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内
容　

水
彩
画
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

町
外
に
出
向
き
、
花
の
ス
ケ
ッ

チ
も
し
ま
す
。

◆
講
師　

鈴
木　

旭

�◆
期
間　

九
月
六
日（
土
）

水
彩
入
門

お
父
さ
ん
の
た
め
の
手
打
ち
そ
ば
教
室

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般
（
男
性
）

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

六
百
円
程
度

◆
内
容　
「
仕
事
以
外
に
何
か
に
熱
中
し

た
い
」
そ
ん
な
お
父
さ
ん
た
ち

の
た
め
の
そ
ば
打
ち
教
室
で
す
。

◆
講
師　

阿
久
比
ソ
バ
打
ち
同
好
会

�◆
期
間　

八
月
二
十
日（
水
）〜
二
十
九
日

（
金
）全
七
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内
容　

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
、
文
字
入

力
、
イ
ラ
ス
ト
の
挿
入
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

パ
ソ
コ
ン
教
室
ワ
ー
ド
の
基
礎

平
成
２０
年
度
第
二
期 

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
二
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
　
小
学
生
対
象
の
講
座
の
案
内
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。 

シニアチャレンジスクール

手打ちそば教室
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�◆
期
間　

八
月
五
日（
火
）〜
七
日（
木
）全

三
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
百
円
程
度

◆
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
教
室
で

す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

�◆
期
間　

九
月
九
日（
火
）〜
十
九
日（
金
）

全
七
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内
容　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
、
デ
ー

タ
入
力
、
表
計
算
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

パ
ソ
コ
ン
教
室
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎

パ
ソ
コ
ン
教
室
エ
ク
セ
ル
の
基
礎

�

�

�

�

����������������������������������������

����������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格

　町内在住・在勤・在学している方

□申込期限

　７月１５日（火）まで

□申し込み方法

　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、公民館窓口で申
し込んでください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定させてい
ただきます。申し込みが １０ 人未満の場合や講師の都合により変更など
もありますのでご了承ください。

□問い合わせ先

　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp

　

マ
イ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座
は
、
自
分
の

得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て
教
え
た
い
方
が
、

自
ら
企
画
し
運
営
す
る
講
座
で
す
。

□
講
座
名　
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

（
枯
れ
な
い
お
花
）
講
座
」

□
日　

時　

七
月
二
十
四
日
、
八
月
二
十

日
、
九
月
十
七
日
、
十
月
十
五
日
、
十

一
月
十
二
日
（
全
五
回
）

□
内　

容　

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
づ

く
り
で
す
。

　

次
の
順
番
に
作
品
を
つ
く
り
ま
す
。

①
ロ
ー
ズ
を
使
っ
た
基
本
の
ア
レ
ン
ジ

②
ガ
ラ
ス
ポ
ッ
ト
の
ア
レ
ン
ジ

③
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ
の
ア
レ
ン
ジ

④
リ
ー
ス
の
壁
掛
け

⑤
パ
ー
ル
を
使
っ
た
メ
リ
ア
の
ア
レ
ン
ジ

※　

二
回
以
上
参
加
で
き
る
方
が
対
象
で

す
。
作
品
を
中
央
公
民
館
本
館
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

□
場　

所　

中
央
公
民
館
南
館

□
定　

員　

十
五
人

□
参
加
費　

最
初
の
出
席
時
四
千
円
、
二

回
目
以
降
三
千
円
。
毎
回
徴
収
し
ま
す
。

□
講　

師　

A
U
B
E
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

　

ア
カ
デ
ミ
ー
認
定
講
師　

竹
内
か
お
り

□
申
込
期
限　

七
月
十
五
日
（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）
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ほうれん草のおひたし 

８０g

具だくさんのみそ汁 

７５g

レタスとキュウリのサラダ 

８５g

参考：厚生労働省「標準的な健診、保健指導に関するプログラム（確定版）」 

料理例 ※重量は一例です。 

ひじきの煮物 

８０g

冷やしトマト 

１００g

野菜の煮しめ 

１４０g

かぼちゃの煮物 

１００g

きのこのバター炒め 

７５g

野菜は１日３５０g食べましょう 
野菜３５０gの目安 

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

○
野
菜
を
一
日
三
百
五
十
グ
ラ
ム
取
ろ
う

　

野
菜
に
は
、色
の
濃
い
緑
黄
色
野
菜（
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
な

ど
）
と
、
そ
れ
以
外
の
淡
色
野
菜
（
ハ
ク

サ
イ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ネ
ギ
、

ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
緑
黄
色
野
菜
は
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ

ミ
ン
が
豊
富
で
、
体
の
免
疫
力
を
高
め
た

り
、
が
ん
を
予
防
し
た
り
す
る
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
自
体
は
低
カ
ロ
リ
ー
で
、

食
物
繊
維
も
豊
富
な
た
め
、
肥
満
か
ら
く

る
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。

　

野
菜
は
、
一
日
三
百
五
十
グ
ラ
ム
取
る

と
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
海
藻
や
き

の
こ
類
も
含
み
ま
す
。）

　

野
菜
料
理
一
皿
が
、
ど
の
く
ら
い
の
量

に
な
る
か
を
図
に
示
し
ま
し
た
。

　

野
菜
を
三
百
五
十
グ
ラ
ム
取
る
に
は
、

一
日
四
〜
五
皿
分
野
菜
を
食
べ
る
と
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
回
の
食
事
ご
と
に
、

何
ら
か
の
野
菜
が
取
れ
る
よ
う
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
て
い
な
く

て
、
急
に
こ
れ
ほ
ど
の
量
を
取
る
こ
と
が

難
し
い
と
思
う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
野
菜
を
積
極
的
に

取
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
今
よ
り
少
し
多

め
に
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
野
菜
を
上
手
に
取
る
た
め
に

①　

サ
ラ
ダ
な
ど
生
の
状
態
だ
け
で
な
く
、

ゆ
で
た
り
、
煮
た
り
し
て
、
か
さ
を
減

ら
し
て
食
べ
る
。

②　

毎
食
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

③　

汁
物
な
ど
は
、
具
だ
く
さ
ん
に
す
る
。

④　

主
菜
の
付
け
合
せ
を
多
く
す
る
。

○
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
は
・
・
・

　

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
は
、
製
造
過
程
で
裏
ご

し
す
る
た
め
、
食
物
繊
維
が
減
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飲
み
や
す
く
す
る
た
め
、
糖

分
や
塩
分
を
多
く
含
む
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
飲
み
過
ぎ
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
塩

分
の
取
り
過
ぎ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
野
菜
の
代
わ
り
で
は
な
く
、
野
菜

が
十
分
に
取
れ
な
い
時
の
補
助
と
し
て
利

用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
野
菜
以
外
の
食
べ
物
も
大
切
で
す

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
中
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
野

菜
だ
け
を
食
べ
て
い
ま
せ
ん
か
。
体
の
代

謝
を
高
め
る
た
め
に
は
、
魚
や
赤
身
の
肉

な
ど
の
良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
も
必
要
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

『
栄
養
編
』

　
　
　

〜
野
菜
に
つ
い
て
〜
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「
う
ー
ん
、
お
い
し
い
」

「
ま
ぁ
、
美
代
ち
ゃ
ん
の
に
こ
に
こ

顔
っ
た
ら
。
ほ
ん
と
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が

す
き
な
の
ね
」　

　

お
か
あ
さ
ん
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

「
う
ん
、
わ
た
し
は
、
オ
ム
ラ
イ
ス
に

か
け
て
食
べ
る
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
、
い
ち

ば
ん
す
き
な
の
」

「
ほ
ら
っ
、
口
に
つ
い
て
い
る
わ
よ
。

美
代
ち
ゃ
ん
た
ら
・
・
・
」

「
小
学
校
二
年
生
に
な
っ
て
も
で

し
ょ
」

　

そ
れ
で
も
わ
た
し
の
顔
は
、
に
や
け

た
ま
ま
で
し
た
。

「
だ
か
ら
ね
。
ケ
チ
ャ
ッ
プ
い
っ
ぱ
い

か
け
た
い
の
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
家
で
も
ケ
チ
ャ
ッ
プ

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

「
え
っ
ほ
ん
と
？　

家
で
も
つ
く
れ
る

の
。
じ
ゃ
あ
作
っ
て
み
た
い
な
ぁ
」

　

わ
た
し
は
、
う
れ
し
く
な
っ
て
、
手

を
た
た
き
ま
し
た
。

　

な
ん
日
か
す
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
は
、

小
さ
な
苗
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。

「
は
い
、
ト
マ
ト
」

「
こ
れ
が
？　

ト
マ
ト
な
の
」

「
そ
う
よ
。
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
を
取
っ
て

庭
に
植
え
る
の
よ
。
小
さ
な
苗
だ
け
ど
、

お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
ト
マ
ト
の
実
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
わ
」

「
ふ
ー
ん
。
ト
マ
ト
っ
て
ち
ぢ
れ
た
葉

で
、
青
く
さ
い
に
お
い
が
す
る
ね
。
こ

れ
が
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
ね
ぇ
」　

　

わ
た
し
は
、
こ
の
小
さ
な
苗
が
ど
う

な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
、
わ
く
わ
く

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
早
く
お
お
き
く
な
っ
て
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
な
ー
れ
」
と
、
お
ま
じ

な
い
の
よ
う
に
、
毎
朝
、
水
を
か
け
ま

し
た
。

　

庭
に
植
え
た
ト
マ
ト
の
苗
は
、
す
く

す
く
育
ち
、
す
ぐ
に
わ
た
し
の
背
に
追

い
つ
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
雨
が
続
い
た
あ
る
日
。 

「
お
か
あ
さ
ん
、た
い
へ
ん
だ
よ
。ト
マ

ト
の
葉
っ
ぱ
が
白
い
粉
で
い
っ
ぱ
い
」

　

苗
は
、
葉
も
茎
も
白
い
粉
を
ふ
っ
た

よ
う
に
な
り
、
し
お
れ
て
い
ま
す
。
あ

の
青
く
さ
い
ニ
オ
イ
も
し
ま
せ
ん
。　

「
毎
日
雨
が
ふ
る
か
ら
。
困
っ
た
わ
ね
。

水
の
当
た
り
す
ぎ
か
し
ら
。
囲
っ
て
み

る
と
、
頭
を
あ
げ
て
く
れ
る
の
か
な
」

　

お
か
あ
さ
ん
は
、
半
な
き
の
わ
た
し

と
元
気
の
な
い
苗
に
、
や
さ
し
く
声
を

か
け
て
、
屋
根
と
囲
い
を
作
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
な
ん
日
か
す
ぎ
ま
し
た
。
学

校
か
ら
走
っ
て
か
え
っ
た
わ
た
し
は
、

「
お
か
あ
さ
ん
、
先
生
が
ね
。
ト
マ
ト

は
、
ア
ン
デ
ス
の
山
で
生
ま
れ
た
っ
て
」

「
へ
ぇ
。
ア
ン
デ
ス
で
？
」

「
ア
ン
デ
ス
っ
て
ね
、
雨
の
あ
ま
り
ふ

ら
な
い
山
な
の
。
だ
か
ら
ト
マ
ト
は
水

が
き
ら
い
な
ん
だ
っ
て
」

「
そ
う
、
や
っ
ぱ
り
。
だ
か
ら
し
お
れ

ち
ゃ
っ
た
の
ね
」

「
そ
れ
か
ら
ね
。
朝
と
昼
の
温
度
の
差

が
大
き
い
と
、
ト
マ
ト
の
実
が
ま
っ
赤

に
な
る
っ
て
」

「
ま
ぁ
、
学
校
の
先
生
か
ら
聞
け
て
よ

か
っ
た
わ
ね
」

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
わ
か
る
と
、
お
か
あ
さ

ん
も
わ
た
し
も
、
ト
マ
ト
の
こ
と
を

も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

囲
い
を
つ
く
っ
て
か
ら
、
じ
っ
と
待

ち
ま
し
た
。
苗
は
少
し
頭
を
あ
げ
て
、

元
気
を
も
り
か
え
し
は
じ
め
ま
し
た
。

　

晴
れ
た
日
が
続
く
と
、
す
っ
か
り
い

き
お
い
を
増
し
て
、
囲
い
を
取
り
は
ら

う
こ
ろ
に
は
、
も
う
葉
が
し
っ
か
り

茂
っ
て
い
ま
し
た
。

「
あ
っ
、
ち
っ
ち
ゃ
い
ト
マ
ト
が
、
い
っ

ぱ
い
な
っ
た
ね
ぇ
」 

　

わ
た
し
は
、
う
れ
し
く
な
っ
て
ウ
フ

ウ
フ
、
鼻
息
を
な
ら
し
ま
し
た
。

「
ほ
ら
な
っ
て
い
る
よ
。
は
や
く
赤
く

な
る
と
い
い
ね
」

　

庭
を
見
下
ろ
し
て
い
る
お
か
あ
さ
ん

に
、
う
る
ん
だ
目
で
言
い
ま
し
た
。　

　

日
の
ひ
か
り
が
さ
ん
さ
ん
と
照
り
、

セ
ミ
が
ジ
ー
ジ
ー
と
鳴
き
始
め
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
は
、
枝
も
た
れ
下
が
る
ほ
ど

大
き
く
、
ま
っ
赤
に
な
り
ま
し
た
。

「
お
か
あ
さ
ん
、
カ
ゴ
に
い
っ
ぱ
い
だ

ね
ぇ
。
取
れ
た
て
は
、き
ら
き
ら
ひ
か
っ

て
お
い
し
そ
う
」

　

手
に
と
っ
た
ト
マ
ト
は
、
朝
の
し
ず

く
に
き
ら
め
い
て
い
ま
し
た
。

　

台
所
で
は
、
大
き
な
ナ
ベ
と
野
菜
た

ち
が
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
な
る
ん
だ
っ
て
、

首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

　

す
る
と
、
野
菜
た
ち
の
歌
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
っ
て　

　

か
わ
い
い
な
ま
え
だ
ね　

　

う
え
か
ら
よ
ん
で
も

　

ト
マ
ト

　

し
た
か
ら
よ
ん
で
も

　

ト
マ
ト

「
う
ー
ん
。
ト
マ
ト
っ
て
、
そ
の
ま
ま

で
も
お
い
し
い
ね
」

　

わ
た
し
は
、
取
り
立
て
の
ト
マ
ト
を

口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

し
ろ
や
ま
会
員　

か
ど　

ま
さ
こ

「
ト
マ
ト
」
っ
て
ね 

「
ト
マ
ト
」
っ
て
ね 

「
ト
マ
ト
」
っ
て
ね 
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　住宅を改修した場合に受けられる固定資産税（家屋）の減額制度を紹介します。
　一定の要件に該当する住宅の改修を行った場合には、家屋にかかる固定資産税が減額となる次の制度があります。
　今年から、新たに「住宅の省エネ改修工事」に対する減額制度が創設されました。
　　（1）　住宅の耐震化工事を実施したとき・・・耐震改修住宅の減額
　　（2）　高齢者などの暮らす住宅のバリアフリー化工事を実施したとき・・・高齢者等居住改修住宅の減額
　　（3）　住宅の省エネ改修工事を実施したとき・・・熱損失防止改修住宅の減額　※平成２１年度分から実施

熱損失防止改修住宅の減額高齢者等居住改修住宅の減額耐震改修住宅の減額

平成２０年１月１日以前に建築され
た住宅（賃貸住宅を除く。）

平成１９年１月１日以前に建築
された住宅（賃貸住宅を除
く。）

昭和５７年１月１日以前に建築さ
れた住宅

対象家屋

要　
　
　
　
　

件

平成２０年４月１日から平成２２年３
月３１日まで完了した工事

平成１９年１月１日から平成２２
年３月３１日まで完了した工事

平成１８年１月１日から平成２７年
１２月３１日までに完了した工事

対象期間

－
６５歳以上の高齢者、要介護認
定者、要支援認定者、障害者
等が居住していること

－居住用件

３０万円以上
（当該改修にかかる費用）

自己負担額　３０万円以上
（当該改修にかかる費用）

３０万円以上改修費用

現行の省エネ基準に適合した工事
　・　窓の改修
　・　外壁の断熱工事　など

一定のバリアフリー工事
　・　手すりの取り付け
　・　床の段差の解消　など

現行の耐震基準に適合した工事
　・　基礎の補強
　・　躯体の補強　など

工事内容

１２０m2まで１００m2まで１２０m2まで対象床面積

減
額
対
象

対象家屋の固定資産税額の３分の
１

対象家屋の固定資産税額の３
分の１

対象家屋の固定資産税額の２分
の１

減額割合

工事完了の翌年度（１年間）工事完了の翌年度（１年間）
平成１８年～２１年の改修　３年間
平成２２年～２４年の改修　２年間
平成２５年～２７年の改修　１年間

減額期間

　※　この記事は、制度の概要を簡単に紹介したものです。
○　申告の手続き
　　　これらの減額制度の適用を受けるためには、各申告書に必要な添付書類を添えて申告してください。
  　　・　申告期限　工事完了後３カ月
  　　・　申告書の提出先　役場税務課
  　　・　申告書の様式、添付書類などについては、お尋ねください。
○　問い合わせ先    　税務課固定資産税係　�（４８）１１１１（内２３１）

 7 月は
固定資産税・都市計画税（第２期）の納期限です。【３１日（木）】
  　　・　納付書は、４月に送付したもののうち、第２期分をお使いください。

  　　・　納付書を紛失された場合は、再発行しますので、税務課までご連絡ください。

  　　・　口座振替（各期）をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
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�
　

愛
知
県
で
は
、
愛
知
県
労
働
委
員
会
、

愛
知
労
働
局
、
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
と

の
共
催
で
、「
な
ん
で
も
労
働
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

七
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

つ
る
ま
い
プ
ラ
ザ
（
愛
知
県

勤
労
会
館
）
事
務
棟
一
階
ロ
ビ
ー

　

名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
１
‐
２
‐　
３２

（
Ｊ
Ｒ
鶴
舞
駅
、
地
下
鉄
鶴
舞
駅
五
番

出
口
か
ら
南
へ
徒
歩
五
分
）

□
相
談
内
容

・
解
雇
、
出
向
、
賃
金
、
退
職
金
、
労
働

時
間
な
ど
の
労
働
条
件

・
募
集
、
採
用
、
安
全
衛
生
、
職
業
能
力

　

開
発

・
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険

・
そ
の
他
の
労
働
関
係
の
相
談　

□
申
し
込
み

・
当
日
の
電
話
に
よ
る
相
談
と
問
合
せ
専

用
電
話
０
５
２
（
７
４
１
）
１
９
１
９

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談　

各
日
午
後
一
時

　

〜
午
後
四
時
（
予
約
が
必
要
で
す
）
予

約
電
話
０
５
２
（
９
５
４
）
６
３
７
５

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
産
業
労
働
部

労
政
担
当
局
労
働
福
祉
課　

�
０
５
２

（
９
５
４
）６
３
７
５

�
　

昨
年
の
愛
知
県
内
の
労
働
災
害
の
発
生

状
況
は
、
休
業
四
日
以
上
の
災
害
件
数
が

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

七
千
二
百
二
十
二
件
、
死
亡
件
数
が
七
十

一
件
と
な
り
、
昭
和
二
十
五
年
に
統
計
を

取
り
始
め
て
以
来
最
少
と
な
り
ま
し
た
が
、

休
業
災
害
の
減
少
率
は
鈍
化
し
、
死
亡
事

故
は
大
き
な
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
週
間
を
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

で
労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
認

識
を
さ
ら
に
深
め
、
安
全
活
動
の
着
実
な

実
行
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

□
期　

間　

七
月
一
日
〜
七
日

□
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
ト
ッ
プ
が
率
先　

み
ん
な
が
実
行

　
　
　
　
　

つ
み
取
ろ
う
職
場
の
危
険
』

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
労
働
局
労
働
基

準
部
安
全
課　

�
０
５
２（
９
７
２
）０

２
５
５

�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
地
域
事
務
所　

�（
２
１
）

０
０
０
４

　

Ｈ
Ｐ　

http://www.mod.go.jp/pco/aichi/

�

�

�

�

�

�

　

町
で
は
、
旧
基
準
木
造
住
宅
（
昭
和
五

十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
着
工
の
木

造
住
宅
）
を
対
象
と
し
た
耐
震
診
断
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
す
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
改
修
の
必
要
が
あ

る
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

費
に
対
す
る
補
助
制
度
（
条
件
あ
り
、
上

限
六
十
万
円
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

無
料
耐
震
診
断

□
診
断
対
象

　

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に

建
築（
着
工
）の
木
造
住
宅（
プ
レ
ハ
ブ
・

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な
ど
を
除
く
）

□
診
断
項
目

　

基
礎
、
地
盤
の
状
況
、
壁
の
配
置
バ
ラ

ン
ス
、
壁
の
量
、
老
朽
度
な
ど

□
申
し
込
み
期
限

　

平
成
二
十
年
十
月
三
十
一
日（
金
）

耐
震
改
修
費
補
助

□
補
助
の
対
象

①　

耐
震
診
断
の
結
果
、総
合
判
定
が
一
・

〇
未
満
で
あ
る
こ
と

②　

耐
震
診
断
の
判
定
値
に
〇
・
三
以
上

を
加
算
し
て
、
改
修
工
事
後
の
総
合
判

定
が
一
・
〇
以
上
と
な
る
こ
と

③　

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前

に
建
築
（
着
工
）
の
木
造
住
宅

□
補
助
額

　

耐
震
改
修
費
の
二
分
の
一
以
内
で
六
十

万
円
が
限
度

□
申
し
込
み
期
限

　

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
計
画
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
８
８
）

住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
促
進
税
制
に
つ
い
て

（
減
税
制
度
）

□
所
得
税

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
町
の
耐

震
改
修
費
補
助
を
利
用
し
て
住
宅
の
改

修
を
行
っ
た
場
合
、
耐
震
改
修
に
掛

か
っ
た
費
用
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
相
当

（
上
限
二
十
万
円
）
が
所
得
税
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。（
確
定
申
告
が
必
要
）

□
固
定
資
産
税　

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
耐
震
改
修
工
事

を
実
施
し
た
家
屋
に
つ
い
て
、
工
事
が

完
了
し
た
年
の
翌
年
以
降
の
固
定
資
産

税
を
一
定
期
間
減
額
し
ま
す
。（
十
二

ペ
ー
ジ
参
照
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
計
画
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
８
８
）、
税
務
課
住
民
税
係
（
内

３
０
２
）
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
内

２
３
１
）

試験期日受付期間受験資格募集種目

１次：９月２０
日
２次：１０月９
日～１６日
の内の指定日
1日

８月１日～

９月１０日

・平成２１年４
月１日現在、
１８歳以上
２７歳未満の
方

男子
女子

一　般　曹
候　補　生

１次：９月２３
日
２次：１０月１８
日～２３日

・平成２１年４
月１日現在、
１８歳以上２１
歳未満で高
卒者の方
（見込みを
含む）

男子
女子航空学生

９月２８日・２９
日

・平成２１年４
月１日現在、
１８歳以上２７
歳未満の方

女子
２等陸・
海・空士 ９月７日・２７

日
年間を
通じて男子

〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
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　住民基本台帳の閲覧制度は、住民基本台帳法により毎年１回以上閲覧状況を公表することが義務付けられていま
す。これに基づき、平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日までの閲覧状況を公表します。
■　国または地方公共団体の機関の請求による閲覧

閲覧に関する住民の範囲・件数閲覧の年月日請求事由の概要閲覧請求者

町内平成元年４月２日から翌年４月１日に生まれた者　
１２６件平成１９年７月９日防衛省「自衛官の募集に伴う広報」のため自衛隊愛知地方協力本部

本部長　盛一丈嗣

町内平成４年４月２日から翌年４月１日に生まれた男性　
１２５件平成１９年１０月２２日防衛省「自衛官の募集に伴う広報」のため自衛隊愛知地方協力本部

本部長　盛一丈嗣

町内２０歳以上の男女　４０件平成１９年１１月２８日愛知県民生部「人権に関する県民意識調査」
対象者抽出

（株）コムデザイン
代表取締役　尾崎由利子

町内平成２年、５年それぞれの４月２日から翌年４月１日に
生まれた者　２３９件平成２０年２月５日防衛省「自衛官の募集に伴う広報」のため自衛隊愛知地方協力本部

本部長　盛一丈嗣

英比小学校区内昭和５８年４月２日から翌年４月１日に生ま
れた者　２２５件平成２０年２月２５日消防団勧誘総務部防災交通課　長坂雅夫

草木地内昭和５８年４月２日から翌年４月１日に生まれた者
２０件平成２０年２月２９日消防団勧誘総務部防災交通課　長坂雅夫

■　個人または法人の申出による閲覧

閲覧に関する住民の範囲・件数閲覧の年月日利用目的の概要閲覧申出者

阿久比地内未就学児　６９件平成１９年４月３日祭礼行事阿久比行政協力員　山内正和

椋岡地内昭和４３年４月２日から翌年４月１日に生まれた男
性　８件平成１９年４月１７日厄祭行事椋岡行政協力員　蟹江良治

萩地内平成１５年８月１日から平成１８年６月３０日に生まれた
者　１７件平成１９年６月１４日（社）全国私立保育園連盟「子育てに関する意

識調査」対象者抽出（社）中央調査社　会長　若林清造

矢高地内１６歳以上７９歳以下の者　２０件平成１９年６月２９日（社）家の光協会「読書についてのアンケー
ト」調査対象者抽出（社）新情報センター　平谷伸次

卯坂地内厄年該当者　１１１件平成１９年７月３０日厄祭行事坂部行政協力員　新美敏弌
板山地内厄年該当者　７１件平成１９年８月１６日厄祭行事板山行政協力員　佐藤眞琴

宮津地内満１５歳から６９歳の男女　２０件平成１９年８月１７日(社)日本新聞協会「メディアの接触と評価に
関する調査」対象者抽出（社）中央調査社　会長　若林清造

宮津山田地内７０歳以上の者　６４件平成１９年８月２８日敬老会名簿作成宮津山田行政協力員　野見山和佳

卯坂地内厄年該当者　５６件平成１９年９月６日厄祭行事卯之山行政協力員　鈴村峯雄

椋岡地内厄年該当者　６１件平成１９年１０月４日厄祭行事椋岡行政協力員　蟹江良治

植大地内厄年該当者　８４件平成１９年１０月１１日厄祭行事植行政協力員　竹内広巳

横松地内厄年該当者　２９件平成１９年１０月１６日厄祭行事横松行政協力員　関佳克

植大地内厄年該当者　８８件平成１９年１０月１７日厄祭行事大古根行政協力員　新美英孝

阿久比地内厄年該当者　５７件平成１９年１０月１８日厄祭行事阿久比行政協力員　山内正和

矢高地内厄年該当者　５８件平成１９年１０月２６日厄祭行事矢口行政協力員　鈴村保

矢高地内厄年該当者　２８件平成１９年１０月２９日厄祭行事高岡行政協力員　鈴木利直

横松地内厄年該当者　２件平成１９年１０月３１日厄祭行事横松行政協力員　関佳克

萩地内厄年該当者　１９件平成１９年１１月1日厄祭行事萩行政協力員　青木勇夫

板山地内新成人者　１８件平成１９年１１月１９日新成人祈祷板山行政協力員　佐藤眞琴

植大地内平成１８年１２月１日から翌年１０月１日に生まれた新
生児　３３件平成１９年１２月１２日新生児出生凧植凧祭のため植行政協力員　竹内広巳

草木地内昭和２３年４月１日から翌年３月３１日に生まれた者
７７件平成２０年１月１５日老人会入会のため草木行政協力員　池田正臣

宮津地内昭和２４年４月１日から翌年１２月３１日に生まれた者
２６件平成２０年２月７日厄祭行事 (還暦 )宮津行政協力員　新海正和

卯坂地内昭和１２年４月１日から昭和１６年３月３１日に生まれ
た者　４２件平成２０年２月１３日卯之山長寿会名簿作成阿久比社会福祉協議会事務局長　

大村勝幸

板山・福住地内昭和１８年、２３年それぞれの４月１日から翌年
３月３１日に生まれた者　３５件平成２０年２月１４日福住園高台長寿会会員勧誘阿久比社会福祉協議会事務局長　

大村勝幸

板山・福住地内昭和１７年、２２年それぞれの４月１日から翌年
３月３１日に生まれた者　２２件　平成２０年２月２８日福住園高台長寿会会員勧誘阿久比社会福祉協議会事務局長　

大村勝幸

町内満２０歳以上の男女　１６件平成２０年３月１０日金融広報中央委員会「家計の金融行動に関す
る世論調査」対象者抽出

（株）日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

植大地内昭和２３年４月１日から翌年３月３０日に生まれた者
３６件　平成２０年３月１４日植長寿会新会員調査植行政協力員　竹内広巳

草木地内昭和４３年、５１年、６０年それぞれの４月１日から翌年
３月３１日に生まれた者　７８件平成２０年３月２１日厄祭行事草木行政協力員　池田正臣

住民基本台帳の閲覧状況の公表 住民基本台帳の閲覧状況の公表 

□問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内２２５）
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�□
勤
務
場
所　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

□
勤
務
内
容　

施
設
管
理
作
業
お
よ
び
受

付
事
務

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

採
用
の
日
か
ら
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
町
の
規
定
と
、

勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
）

□
賃　
　

金　

十
二
万
四
千
円
（
月
額
）、

　

交
通
費
月
額
二
千
円
（
二
キ
ロ
以
上
）

□
応
募
資
格　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
に

勤
務
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
年
齢
六
十
四
歳
ま
で
の
方
（
六
十
五

歳
定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

七
月
十
五
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
体
育
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
０
）

�□
勤
務
場
所　

東
部
小
学
校

□
勤
務
内
容　

学
校
用
務
員

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

採
用
の
日
か
ら
平
成
二
十

一
年
一
月
三
十
日
（
更
新
有
り
）

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

一
日
二
時
間
以
内

□
賃　
　

金　

八
百
円
（
時
間
給
）、
交
通

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


費
月
額
二
千
円
（
二
キ
ロ
以
上
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
ま
で
の
方

（
六
十
五
歳
定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

七
月
七
日（
月
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�
　

電
気
技
術
者
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を

学
び
ま
す
。

□
取
得
目
標　

電
気
主
任
技
術
者
（
第
三

種
）、
電
気
工
事
士
（
第
一
種
・
第
二

種
）
な
ど

□
訓
練
期
間　

平
成
二
十
年
十
月
〜
平
成

二
十
二
年
九
月

□
授
業
料　

年
間
授
業
料
三
十
九
万
円

＊　

別
途
教
科
書
、
作
業
服
な
ど
諸
経
費

必
要

□
応
募
資
格　

お
お
む
ね
三
十
歳
代
ま
で

で
次
の
条
件
を
満
た
す
方

①　

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

②　

訓
練
修
了
後
に
常
用
雇
用
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
方

□
募
集
人
員　

十
五
人

□
募
集
期
間　

七
月
一
日
〜

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

□
受
験
料　

一
万
八
千
円

□
選
考
方
法　

面
接
・
適
性
検
査

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
学
務

援
助
課　

�
０
５
３（
４
４
１
）４
４
４
４

　

Ｈ
Ｐ　

h
ttp
://w

w
w
.eh
d
o
.g
o
.jp
/

shizuoka/ham
am
atsu/index.htm

l

�
　

愛
知
県
で
は
環
境
教
育
の
一
環
で
、
ご

み
処
理
施
設
な
ど
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
見
学
施
設

①
八
月
七
日（
木
）　

午
前
九
時
二
十
分

　

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
集
合
。
午
前
九

時
半
出
発
。

　

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合
八
穂
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
、

愛
知
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

②
八
月
八
日（
金
）　

午
前
九
時
二
十
分

　

愛
知
県
西
三
河
県
民
事
務
所
集
合
。
午

前
九
時
半
出
発
。

　

豊
田
市
渡
刈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
愛

知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
豊
田
市
グ
リ
ー

ン
ク
リ
ー
ン
ふ
じ
の
丘

□
対　

象

　

四
年
生
以
上
の
小
学
生
と
保
護
者

□
定　

員

　

各
四
十
人
（
二
十
組
）

□
そ
の
他

　

参
加
費
無
料
（
現
地
へ
の
交
通
費
は
自

己
負
担
）。
昼
食
、
水
筒
は
各
自
持
参
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

七
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
希
望
日
、
住

所
、
子
と
保
護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
し
て
、
郵
送

（
〒
４
６
０
‐
８
５
０
１
、住
所
不
要
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
２
（
９
５
３
）
７
７
７

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


６
）、
E
メ
ー
ル
（junkan@

pref.aic
hi.lg.jp

）
で
愛
知
県
資
源
循
環
推
進
課

調
査
・
広
域
処
分
グ
ル
ー
プ
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
、
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

　

�
０
５
２（
９
６
１
）２
１
１
１
（
内
３

０
７
３
）

�
　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
正
規
の
通
信
制
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
・
生
涯
学
習
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
希
望

す
る
一
科
目
か
ら
、
自
宅
で
学
べ
ま
す
。

□
募
集
学
生
の
種
類

　

教
養
学
部

　
　

全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
）

　
　

選
科
履
修
生
（
一
年
間
在
学
）

　
　

科
目
履
修
生
（
六
カ
月
在
学
）

　

大
学
院

　
　

修
士
選
科
生
（
一
年
間
在
学
）

　
　

修
士
科
目
生
（
六
カ
月
在
学
）

□
出
願
受
付
期
間

　

六
月
十
五
日
〜
八
月
三
十
一
日

□
授
業
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）　

　

教
養
学
部　

一
科
目
（
二
単
位
）
一
万

一
千
円

　

大
学
院　

一
科
目
（
二
単
位
）
二
万
二

千
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２
（
８
３
１
）
１
７
７
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.u

‐ air.ac.jp/

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
多
地
域
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
で
は
、
個
人
で
後
見
業
務
を
し
て
い

る
方
、
裁
判
所
へ
の
報
告
で
気
に
な
る
こ

と
が
あ
る
方
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
を
設

け
ま
し
た
。

□
日　

時

　

七
月
か
ら
毎
月
第
四
水
曜
日　

午
後
七

時
〜
午
後
八
時
半
（
祝
日
な
ど
で
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

第
一
回　

七
月
二
十
三
日

　

第
二
回　

八
月
二
十
七
日

□
場　

所

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

	

　

奇
数
月　

知
多
市
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

研
修
室
（
知
多
市
緑
町　

―
６
）

３２

　

偶
数
月　

半
田
市
雁
宿
ホ
ー
ル
会
議
室

（
半
田
市
雁
宿
町
１
―　

―
１
）

２２

□
問
い
合
わ
せ
先

　

申
し
込
み
は
不
要
。

　

半
田
後
見
事
務
所　

�（
２
１
）０
８
１

１
、
知
多
後
見
事
務
所　

�
０
５
６
２

（
３
９
）２
６
６
３

�
　

阿
久
比
町
、
東
海
市
、
知
多
市
、
東
浦

町
に
住
ん
で
い
て
、
障
害
の
あ
る
方
自
身
、

ま
た
は
家
族
の
方
が
、
日
ご
ろ
の
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

□
内　

容　

①
障
害
に
か
か
わ
る
総
合
相
談

・　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

・　

生
き
が
い
支
援
に
つ
い
て

・　

就
労
に
つ
い
て

・　

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・　

福
祉
機
器
に
つ
い
て

・　

住
宅
改
造
に
つ
い
て

・　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て

・　

そ
の
他
、
困
り
ご
と

②
家
族
教
室
で
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

□
日
時
・
場
所

　

七
月
十
九
日

○
東
海
市
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場

　

総
合
相
談
（
第
一
・
二
会
議
室
）
午
前

九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

　

家
族
教
室
（
第
三
講
義
室
）
午
前
十
時

〜
午
前
十
一
時
半

�
�
�
�
�
�
�
	


��
�

�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




○
阿
久
比
町
立
中
央
公
民
館
本
館
会
場

　

総
合
相
談
（
３
０
５
・
３
０
８
号
室
）

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

　

家
族
教
室
（
３
０
１
号
室
）
午
後
二
時

半
〜
午
後
四
時

□
予
約
制

　

総
合
相
談
は
七
月
十
一
日
（
金
）
ま
で

に
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

□
主　

催　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
支
援
事
業
（
受
託
事
業
所
社

会
福
祉
法
人
愛
光
園
・
憩
の
郷
）

□
後　

援　

阿
久
比
町
、
東
海
市
、
知
多

市
、
東
浦
町

□
協
力
機
関　

知
多
地
域
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ
、
障
害
児
等
療
育

支
援
事
業
知
多
地
域
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク

□
そ
の
他　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
ど
の

会
場
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

障
が
い
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
（
元
浜
事
務
所
）

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
３

�
　

障
害
の
あ
る
方
の
就
労
支
援
（
就
職
基

礎
講
座
、
余
暇
支
援
活
動
な
ど
）
を
行
う

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

七
月
十
五
日　

午
前
十
時
〜

午
後
三
時
半
、
七
月
十
七
日　

午
前
九

時
〜
午
後
四
時
（
十
七
日
は
職
場
実
習

付
添
同
行
）

□
場　

所　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

ほ
か

�

�

�

�

�

�

�

	

�




�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

□
内　

容　

講
座
、
事
業
所
見
学
・
同
行

な
ど

□
講　

師　

ワ
ー
ク
・
障
が
い
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員

□
参
加
費　

無
料

□
申
し
込
み
期
限　

七
月
八
日

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地
域
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク　

�

０
５
６
２（
３
４
）６
６
６
９
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
５
６
２（
３
４
）６
６
１
８

E

‐ mail
w
ork@

aikouen.jp

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
染
め
物
を
し
よ
う
（
絞
り
染

め
）」
で
す
。

□
日　

時　

七
月
十
九
日　

午
前
十
時
〜

正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

七
月
八
日
〜
十
七
日

□
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
ん
ど
元
浜
事
業
所

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８

E

‐ mailshien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

����������������������������������������������������������������������										
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��������������������������������������������������������������������������������������������������������������										�����������	
　東部知多温水プールは月曜日と祝日の翌日が休館日ですが、
７月１９日から８月３１日までは、通常の休館日も開館します。　
　　　　　　　　　　ただし、８月８日（金）は大府市小学校
　　　　　　　　　　水泳大会開催のため臨時休館となりま
　　　　　　　　　　す。
　　　　　　　　　　□問い合わせ先　東部知多温水プール
　　　　　　　　　　　�０５６２（４４）０２７１
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�
　

愛
知
県
道
路
公
社
の
回
数
券
の
払
い
戻

し
を
終
了
し
ま
す
。

□
払
い
戻
し
期
限

　

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
（
木
）

□
対
象
券
種

　

知
多
半
島
道
路
・
南
知
多
道
路
・
知
多

横
断
道
路
・
中
部
国
際
空
港
連
絡
道
路
・

猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
回
数
券

□
払
い
戻
し
方
法

　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
が
必
要
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
道
路
公
社
総
務
部
業
務
課　

�
０
５
２（
９
６
１
）１
６
２
１
、
知
多

有
料
道
路
事
務
所　

�（
２
１
）２
７

�
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�
�
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�
�

�

２
１
、
猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
事
務
所

�
０
５
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５（
４
８
）１
５
４
６

　

Ｈ
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http://w
w
w
.aichi

‐ dourok
ousha.or.jp

�白
沢
未
申
会　

様

　

北
原
保
育
園
へ
自
在
ハ
ン
ガ
ー
（
タ
オ

ル
掛
け
）
を
一
台
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。

匿
名　

様

　

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め
に
南
部

小
学
校
へ
音
楽
室
用
机
・
椅
子
四
十
組
と

音
響
機
器
一
式
、
阿
久
比
中
学
校
へ
壁
掛

け
用
扇
風
機
四
十
二
台
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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～メッセージ～

　加奈ちゃんが笑うと、みんなをニコニコ笑顔

にしてくれるパワーがあるよね。パパとママは

加奈ちゃんが大好きです。

鬼頭　学・麻美夫婦の

 加  奈 ちゃん（平成１７年１０月３０日生）
か な

　

十
月
一
日（
水
）に
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

者
・
金
婚
者
お
祝
い
の
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
年
、
結
婚
六
十
周
年
、
五
十
周
年
を

迎
え
る
方
は
「
申
し
出
用
紙
」
を
地
区
で

回
覧
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
八
月
十
五
日
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　

昭
和
二
十
三
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

◇
金
婚
者

　

昭
和
三
十
三
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

※　

昨
年
ま
で
に
結
婚
六
十
周
年
、
五
十

周
年
を
迎
え
、
都
合
で
出
席
さ
れ
て
い

な
い
方
も
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

昨年のお祝いの会
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，３６２　　（　５）

人　口　２５，０５０人（△１５）

　男　　１２，３９５人（△１１）

　女　　１２，６５５人（△４）

（　　）は前月との増減数

５月中の異動

　出生　１２　転入　  ６５

　死亡　１３　転出　  ７９

平成２０年６月１日現在

人 口 と 世 帯

町営プール 
□期　間　７月１９日（土）～８月３１日（日） 
□時　間　平日、土曜日　正午～午後４時 
　　　　　日曜日　午前１０時～午後４時 

小学校プール 
□期　間　７月１９日（土）～７月３１日（木） 
□時　間　正午～午後４時 
※南部小学校については、校舎耐震工事のため 
　今年の一般開放は行いません。 

※天候不順の場合はプールの利用ができません。 
※入場無料 
□問い合わせ先　社会教育課体育係（中央公民館内）　fl（４８）１１１１ 
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一般開放 


